








位行列を出発点として次の点を1000個生成した．その対数を取り，固有値の第一，第二成分の分布を表している．ここではp = q = 4とした．一番





















































d!t = "("!t" +!t""#)dt+ dLtを考える(Barndor#-Nielsen and Stelzer, 2007)．ただし，Ltは混合ポアソン過程で，増分は正定値対称行列とする．こ
の正定値対称行列値確率過程は観̇測̇さ̇れ̇ず̇，t = 0, 1, 2, . . . , TにおいてXt $ N (0,!t)が観測されるとしよう．このとき，とくに"も正定値対称行列
であると仮定し，事後分布を計算する．いまの正定値対称行列値マルコフ連鎖モンテカルロ法が使える．ただし，尤度すらかけないので，PMCMC
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